
～クリーンセンターは、皆さんの日常生活に欠くことのできない施設です～
　新たなクリーンセンターの建設は、木津川市にとって、一日も早く解決しなければならない、たいへん重要かつ
緊急の懸案事項です。平成27年3月にクリーンセンター施設整備工事の施工事業者が決定しました。

クリーンセンター建設推進室（まち美化推進課内）　☎75-1226　Fax72-3900　E-mail：clean-center@city.kizugawa.lg.jp

　クリーンセンター整備にあたり、地元の皆さんをはじめ市民の皆さん、一人ひとりのご理解とご協力をよろし
くお願いします。

【クリーンセンター施設整備工事の事業者を決定】
　打越台環境センターに代わるクリーンセンターの早期完成を目指して、去る3月18日に議会の議決を経て、施設
整備工事の事業者を決定しました。近く、敷地造成工事も完成し、いよいよ、クリーンセンターの早期稼動を目指し
て施設整備の設計・工事に着手します。

１　施設整備事業者 株式会社タクマ（兵庫県尼崎市）
２　契　約　金　額 89億6千4百万円（消費税込）
３　工　　　　　期 平成27年3月から平成30年9月
　　　　　　　　　　　　（実施設計、試運転を含む）

【クリーンセンター施設概要等】
１　施設の概要
　①建設場所　鹿背山川向地内
　②焼却能力　94t ／日（47t ／日×2炉）
　③焼却方式　全連続燃焼ストーカ方式
　④発電設備　発電効率：12％以上（高効率ごみ発電）
 最大発電出力：1,190kW（予定）
２　施設の主な特徴
　①排ガス対策　
　　・高度な自動燃焼制御を導入し、安定した高温燃焼

を低空気比で実現することで、排ガス量の抑制を
図ります。

　　・集じん器および脱硝反応塔を用いた排ガスシス
テムにより、以前、広報特別号の生活環境影響調
査の結果でお知らせした排ガスの自主基準値を
達成します。なお、水銀は、今回の事業者選定時に
おいて、新たに設けた自主基準値です。

　②熱エネルギーの有効活用
　　・ごみを焼却した際に発生する熱を効率的に回収する最新技術を導入したごみ発電システムにより、高効率発

電を実現します。
　③環境保全対策
　　・ごみピット内の空気は燃焼用に吸引し、またプラットホームの出入口にエアカーテンを設けて、臭気漏れ対

策を講じます。
　　・雨水を貯留して、敷地内植栽の散水などに有効利用します。

クリーンセンターの完成イメージ図
※実施設計により変更する場合があります。

排ガスの法規制値と自主基準値

項目 法規制値 自主基準値
ば い じ ん 0.15g/m３

N以下 0.01g/m3
N以下

硫黄酸化物 K値：17.5以下
（約4,600ppm相当） 30ppm以下

窒素酸化物 250ppm以下 50ppm以下
塩 化 水 素 430ppm以下 50ppm以下
ダイオキシン類 5ng-TEQ/m3

N以下 0.05ng-TEQ/m３
N以下

水 銀 - 0.05mg/m３
N以下

（4月14日現在） 洋服ダンス、学習机、パソコン
ラック、ベッド（介護・ベビー）、

座卓、食器棚、チャイルドシート、歩行器、ベビー
カー、バウンサー、ズボンプレッサー、ジュニア
シート

運動靴（23～24㎝）、自転車（14インチ～大人）、ぶら下がり健康器、VHS・DVD一体型
デッキ、相楽小体操服（男子・130㎝）、スキー用ブーツ（26.5㎝）、スノーボード一式（子

供）、ショートスキー板（140㎝）、ウォーキングマシン、木津小帽子（男子・L）、カラーボックス、電話機、
フットバス、デッキチェア、テーブルゲーム、アクアビーズ、着物、食器棚（巾120㎝）、カーペット（4.5
畳）、ワゴン（キャスター付）、ズボン（女子・130㎝）、傘、ギター、ベビーカー（双子）、ストック（山歩き）、
手袋（バイク）、リュック
※物品によっては、お持ち帰りいただくことがあります。詳しくは、問い合わせください。

午前8時30分～午後5時
［休館日：月曜・祝日（月曜日が祝日の場合は翌日）］
☎75-2140  Fax75-2141リサイクル研修ステーション

～生ごみをリサイクルしよう～
　家庭から出る生ごみは、ちょっとした工夫でガー
デニングなどで利用できる堆肥に生まれ変わりま
す。生ごみの減量化にもつながり一石二鳥です。環境
にやさしい生活に取り組んでみませんか。
講習会
と　き　5月23日（土）　午前10時～正午
ところ　リサイクル研修ステーション
内　容　①ＥＭ（有用微生物群）を使った堆肥作り

密閉容器を使って発酵させ、土と混ぜて
堆肥を作ります。

　　　　②ダンボール箱コンポストを使った堆肥作り
手軽に生ごみの減量に取り組むことが
でき、初めての方でも気軽に始められま
す。

対　象　市内にお住まい又はお勤め・通学の方
申込・問合　5月10日から電話でリサイクル研修ステー

ションへ。
生ごみ堆肥化モニター
　モニターになって、堆肥化実験にご協力ください。
特典もあります。
　※モニターになるには、講習会に参加いただく必
　　要があります。

　また、市ホームページで生ごみ処理容器実証実験
の様子を掲載しています。ぜひ、ご覧ください。

　古くなったシーツなどを利用して、履き心地のよ
いぞうりを作り、活用しませんか。

5月21日（木）　午前9時30分～正午
ひとり350円
生地（木綿地を7cm巾に裂くか切って、長
さ1.5 ～ 2m程度にし、裂き目が中に入る
ように4つ折りにしたものを、10 ～ 15個
程度。ゆかた、シーツ1枚で2足程度作るこ
とができます。）定規、はさみ、裁縫道具、か
ぎ針（家に有る方）、鼻緒布1足分（作り方は
別途はがきで伝えます。）
5月10日から電話でリサイクル研修ステ
ーションへ。

と　き
参加料
持ち物

申　込

6月18日（木）　午前9時30分～正午
200円
新聞紙1日分、工作用のり（スティックのり
でも可能）、はさみ、30cm定規（ものさしで
も可能）、筆記用具
※スティックのりは、長さ9cm位の普通サイズ
5月20日から電話でリサイクル研修ステ
ーションへ。

と　き
参加料
持ち物

申　込

ところ
対　象
定　員
主　催

リサイクル研修ステーション
市内にお住まい又はお勤めの方
各10人（先着順）
エコリーダー「くるっと」（木津川市廃棄物
減量等推進員の会）

生ごみ堆肥化講習会
およびモニター募集 有効利用のぞうり作り講習会

～捨てる前に一工夫～

「新聞バッグ」
　ご自宅にある、読み終わった新聞でエコ
バッグを作ってみませんか。

無料

エコリーダ
ー

くるっと教室

エコ手芸教室
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